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環
境
保
全
を
通
じ
て
地
域
の
自
然
を
守
り
、

地
域
の
未
来
を
切
り
開
く

北
海
道
浜は

ま
な
か
ち
ょ
う

中
町
の
レ
ジ
袋
削
減
の
取
り
組
み

今
年
４
月
か
ら
、
自
治
体
主
導
に
よ
り
レ
ジ

袋
の
有
料
化
を
開
始
し
た
北
海
道
浜
中
町
の

取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と

と
も
に
生
き
る
浜
中
町

浜
中
町
は
、
道
東
地
域
の
太
平
洋
に
面
し
た
人
口

７
千
人
の
町
。
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
霧

多
布
湿
原
を
有
し
、
高
級
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
原
料

乳
や
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
天
然
昆
布
の
産
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
酪
農
や
農
業
な
ど
の
一
次

産
業
を
基
幹
と
す
る
同
町
で
は
、
昭
和
48
年
か
ら
ゴ

ミ
回
収
の
有
料
化
を
実
施
す
る
な
ど
、早
く
か
ら
「
環

境
」
を
意
識
し
た
地
域
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
き
ま

し
た
。

レ
ジ
袋
有
料
化
を

「
強
制
」
で
は
な
く
「
要
請
」

今
回
の
レ
ジ
袋
有
料
化
は
、
そ
も
そ
も
は
町
民
の

発
案
に
よ
る
も
の
。
平
成
17
年
に
「
町
環
境
基
本
条

例
」
を
制
定
し
、
そ
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、

町
民
有
志
が
環
境
委
員
会
を
結
成
し
て
、
全
町
民
が

参
加
で
き
る
運
動
を
検
討
し
た
結
果
、
今
回
の
話
が

持
ち
上
が
っ
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

経
済
産
業
省
の
デ
ー
タ
を
基
に
計
算
す
る
と
、
町

内
の
年
間
レ
ジ
袋
消
費
量
は
２
１
０
万
枚
（
21
t
）、

こ
れ
ら
の
原
料
を
石
油
に
換
算
す
る
と
40
t
に
も
上

る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
観
光
地
で
の
レ

ジ
袋
の
散
乱
な
ど
も
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

町
を
あ
げ
て
レ
ジ
袋
削
減
に
取
り
組
む
必
要
性
が
認

識
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
レ
ジ
袋
削
減
推
進
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
、
レ
ジ
袋

代
の
支
払
い
を
「
強
制
」
で

は
な
く
「
要
請
」
と
し
て
小

売
店
の
理
解
を
得
る
と
と
も

に
、
袋
代
は
「
１
円
以
上
」

と
し
て
、
町
民
の
環
境
意
識

を
啓
発
す
る
目
的
で
自
主
的

に
「
寄
付
」
し
て
も
ら
う
こ

と
と
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た

レ
ジ
袋
代
金
は
、
地
球
環
境

基
金
へ
も
ご
寄
付
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

画像提供：認定特定非営利活動法人霧多布湿原トラスト

（
右
）
今
回
の
レ
ジ
袋
削
減
運
動
の
ポ
ス
タ
ー
。中
央
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

は
、
公
募
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
「
レ
ジ
ポ
く
ん
」。

（
左
）
北
海
道
新
聞
（
平
成
20
年
4
月
8
日
）
ほ
か
、
た
く
さ
ん
の
新

聞
に
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

霧多布湿原は、浜中町に広がる
国内で 4 番目に大きな湿原です

（面積 3,168ha）。道立自然公園として親し
まれているほか、湿原中央部は「霧多布泥
炭形成植物群落」として国の天然記念物や
北海道遺産に指定されています。春から秋
にかけて様々な花が咲き誇り、特にエゾカ
ンゾウの大群落は日本一と言われています。
また、特別天然記念物のタンチョウをはじ
め、希少な鳥や野生生物たちが多く生息し、
1993 年に「ラムサール条約」（特に水鳥の
生息地として国際的に重要な湿地に関する
条約）に登録されました。
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バ
ッ
グ
持
参
が
「
普
通
」
に

浜
中
町
で
レ
ジ
袋
の

有
料
化
が
ス
タ
ー
ト
し

て
３
ヶ
月
。
今
で
は
、

来
店
客
の
大
半
が
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
、
レ

ジ
袋
が
要
る
人
は
１
円

以
上
の
袋
代
を
募
金
箱

に
入
れ
る
光
景
が
、「
普

通
」
に
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。「
レ
ジ
袋
削
減

の
運
動
は
、
省
資
源
や

温
暖
化
防
止
に
寄
与
す

る
だ
け
で
な
く
、
浜
中

町
の
〈
環
境
の
町
〉
の

イ
メ
ー
ジ
発
信
と
農
水

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上
に
も
つ
な
が
る
と

期
待
し
て
い
ま
す
」（
町

民
課
・
吉
家
係
長
）。

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

る
一
方
で
、
過
疎
化
や
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
も
抱

え
る
浜
中
町
。
環
境
保
全
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
策

と
し
て
も
、
同
町
の
レ
ジ
袋
有
料
化
の
取
り
組
み
は

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
料
化
に
向
け
た

町
の
後
方
支
援
と
小
売
店
の
協
力

浜
中
町
内
の
小
売
店
の
店
先
に
は
、
レ
ジ
袋
有
料

化
の
の
ぼ
り
と
ポ
ス
タ
ー
が
掲
げ
ら
れ
、
店
内
に
は
、

「
代
金
は
あ
な
た
の
環
境
意
識
」
と
書

か
れ
た
レ
ジ
袋
代
金
箱
と
貸
し
出
し

用
の
マ
イ
バ
ッ
グ
が
常
備
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
こ
の
取
り
組
み
を
多
く
の
人

た
ち
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
P
R
の
ぼ
り
、
ポ
ス

タ
ー
、
案
内
板
を
町
で
作

成
し
ま
し
た
。
取
り
組
み

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い

た
だ
い
た
地
球
環
境

基
金
か
ら
は
、
買
い

物
客
へ
の
貸
し
出

し
用
の
マ
イ
バ
ッ

グ
と
レ
ジ
袋
代

金
箱
（
地
球

環
境
基
金
募
金

箱
）
を
貸
与
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
北
海
道
放
送
と
経
済
産
業
省
か
ら
は

エ
コ
バ
ッ
グ
を
寄
贈
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
当
初
、

小
売
店
の
中
に
は
〈
売
り
上
げ
に
影
響
す
る
の
で

は
？
〉
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
町
内
の

ほ
ぼ
全
店
舗
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
」（
町
民
課
・

吉
家
係
長
）。

こ
の
取
り
組
み
の
賛
同
者

を
増
や
し
、
で
き
る
だ
け
費

用
を
か
け
ず
に
実
施
に
至
っ

た
こ
と
も
、「
浜
中
町
レ
ジ

袋
有
料
化
方
式
」
の
特
徴
の

一
つ
と
言
え
ま
す
。

地球環境基金が貸与
したマイバッグ。生
地に 500ml サイズの
ペットボトル 3.7 本
分を使用しています。

店頭に置かれたレジ
袋代金箱（地球環境
基金募金箱を使用）。

（独）環境再生保全機構は、浜中町（写真左：長谷川
町長）より感謝状を贈呈いただきました。




